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タイルの性能 

タイルの性能項目は強度（曲げ破壊）、耐摩耗 

性、耐衝撃性、耐貴人性、耐凍害性、耐薬品性、 

鉛・カドミウムの溶出性、耐滑り性がある。 

1）吸水率 

JISでは陶磁器タイルを吸水率によりⅠ～ⅠⅠⅠ類 

に区分している（表 1）。寒冷地など凍結融解の 

恐れのある場所ではⅠ類が適している。 

 

 

タイルの施工方法 

コンクリートなどの下地が完成した後に施工す 

る方法として接着剤張り工法、モルタル張り工法 

がある。型枠に先にタイルを張り付けておいて、 

コンクリートを後から流し込む方法には工場で行 

う先付けプレキャストコンクリートと現場 

打ちによる型枠先付け工法がある。ほかに木造住 

宅などの外壁用として特殊に成形された下地板な 

どに乾式工法で止め付ける工法がある。 

1）接着剤張り 

有機系接着剤によるタイル後張り 

は下地（表 3）の動きに追従しやすい弾力性のある 

ものとする。 

2）モルタル張り 

セメントモルタルによるタイル後張り工法で表 

4、図 3に示す種類がある。    

 

 

図 3a 改良圧着張り 

図 3b 改良積上げ張り 

図 3c 密着張り 

図 3d ユニットタイル張り（モザイクタイル張り） 

 



 

 

 

このようにタイルは素材としては申し分のない性質を備えているが、実際に建物に適用した 

場合には、タイル以外の施工面で考慮すべき問題が 2つある。コンクリートなどの下地に 

り付けること、タイルとタイルの間につなぎ目が出てくることである。 

 具体的には接着力不足や下地の挙動によりタイルが剥がれ落ちる「剥離」である。目地材が 

タイルより耐久性がないことは仕方がないとしても、ほかにも問題がある。モルタルは吸水す 

るため、エフロレッセンスや凍結の原因となる。カビや汚れの問題も多くは目地部で発生する。 

 有機質のシーリング材は躯体の挙動に追従できるし、防水性もあってよいのだが、紫外線な 

どで劣化するため、定期的な打ち直しが必要になる。 

 

～～～～～～～～ 

エフロレッセンス(efflorescence)とは、コンクリート中の可溶性物質やコンクリート周辺に存在する可溶性

物質が、水分とともに貫通したひび割れを通ってコンクリート表面に移動し、水分の逸散や空気中の炭酸ガ

スとの反応によって析出したものです。 



 

～～～～～～～～ 

 

 



 

 

 



 

 

3段目は鉄鋼 

 

 

 

 

建築畳床 タタミボード、ポリスチレンを主材料 

 稲わらを全く使っていない畳床。稲わらを使用しないことで害虫の発生を抑えられる。軽量、断熱性に優

れる。 

 

 

 



 

 

 

使用すべきシーリング材の選定について熟達している設計者はあまり多くない。 

 

3）シーリング材の適用 

シーリング材はコンクリート、石、金属などの 

目地に充填されるが、材料の選択を誤ると汚れや 

剥がれの原因となる。シーリング材に含まれる可 

塑剤が石材にしみ込んで石が変色したり、シーリ 

ング材に付着した汚れが壁面を汚染する現象など    

がある。可塑剤の浸み防止用として NB（ノンブ 

リード）タイプのものもある。 

 また金属サッシに塗られた塗料と反応してシー 

リングが剥離する現象なども報告されている。参 

考までに公共建築工事標準仕様書に記載されてい 

る被着体とシーリング材の組み合わせを表 3に、 

目地に対するシーリングの例を図 4にあげる。 

 

 

 

 


